
 

予算特別委員会での主な質疑事項と意見・要望 
 
第１分科会（総務財政委員会・建築消防委員会所管分） 
 
１ 財政の基本問題 

 （質疑事項） 
・ 市民一人当たりの課税対象所得及び個人市民税 
・ 予算編成過程の公開の意義 

 （意見・要望） 
・ 新規事業や予算拡充事業については、すべて予算編成過程の公開の中に挙げる
べきである。 

 
２ 一般会計（歳出） 

  ○ 総務費 
  （質疑事項） 

・ 国への原発撤退要求 
・ 行政委員の報酬の精査と市民への説明 
・ 職員 8,000人体制 
・ 市民窓口で従事する職員のスキルアップ 
・ ギラヴァンツ北九州のファン層拡大 
・ 自治会・町内会活性化事業 
・ 防犯灯の経費負担 
（意見・要望） 

  ・ 原発については、市長として反対すべきである。 
・ 行政委員の報酬は、社会情勢もふまえ、十分検討されたい。 
・ ギラヴァンツ北九州のファン層拡大に、一層力を入れられたい。 
・ ＬＥＤの防犯灯の費用については、自治会に加入している住民が不公平感を感
じないように、市の負担を検討されたい。 

 
○ 土木費 
（質疑事項） 
・ 小倉駅周辺のにぎわいづくり 
・ コミュニティサイクル 
・ 筑豊電鉄穴生駅のエレベーター設置 

  （意見・要望） 
・ 夢のある次世代都市交通の計画を提示されたい。 
・ 公共交通廃止路線に対して、委託や助成により運行継続を検討されたい。 
・ 公共交通空白地域の交通弱者に対して、積極的にアンケート調査を実施された
い。 
・ コミュニティサイクル事業においては、より簡易で安価な貸し出し方法を検討
されたい。 
・ コミュニティサイクル事業については、目標値、効果、採算ラインを明確に設
定されたい。 
・ コミュニティサイクルのステーションについて、交通結節点以外の場所へのモ
デル設置を検討されたい。 
・ 筑豊電鉄穴生駅のバリアフリー化については、議会とともに、全力を挙げて積



 

極的に取り組まれたい。 
・ 中心市街地活性化基本計画については、期間終了後も、引き続き次期計画に取
り組まれたい。 

・ 小倉駅周辺のにぎわいづくりについては、関係者の連携で相乗効果が出るよう
努力されたい。 
・ 小倉都心部来街者回遊性向上事業においては、一過性にならないよう、まちの
活性化につながる施策を取られたい。 

・ コムシティの進捗状況について、随時、議会に報告されたい。 
・ コムシティの生活利便施設の業者については、公平、公正に選定されたい。 
・ コムシティへのハローワークとゴールド免許センターの誘致に、引き続き取り
組まれたい。 
・ 文化・交流拠点地区とコムシティの利用者が中心市街地を回遊する仕掛けを検
討されたい。 
・ コムシティの駐車場については、第２駐車場の設置や子供連れの利用者の優先
駐車など、利用者の利便性を高めることも検討されたい。 
・ 黒崎駅のペデストリアンデッキに屋根の整備を検討されたい。 
・ 安川電機との協議を密にして、黒崎中心市街地への回遊性対策に努められたい。 
・ 吉志地区の住民の意向を踏まえ、市街化調整区域の開発許可を早急に進められ
たい。 
・ 折尾駅舎の感謝イベントについては、若い方の意見も取り入れながら、官民協
同で取り組まれたい。 
・ 旦過第一地区については、人材の育成を含めて、地元と関係者の心が入った再
開発に取り組まれたい｡ 

 
○ 建築行政費 
（質疑事項） 
・ 住宅セーフティネットの確立に向けた住宅政策 
・ 公営住宅の空き室の活用 
・ 市営住宅入居時の保証人制度 

  （意見・要望） 
・ 住宅リフォーム助成制度については、メニュー化した資料を早急に作成し、広
く市民に周知されたい。 
・ 住宅供給公社の一般賃貸住宅入居時の収入要件の緩和を検討されたい。 
・ 国の民間住宅活用型住宅セーフティネット整備推進事業を積極的に活用された
い。 
・ 関係局と連携して、ふれあい巡回員による市営住宅の高齢者の見守りに取り組
まれたい。 
・ 市営住宅駐車場の確保や、地域の駐車場の価格調査等を行い、迷惑駐車の防止
に取り組まれたい。 
・ 住宅政策に民間の経営感覚を取り入れられたい。 
・ 市営住宅から暴力団員を退去させた後も、警察と連携し、地域の安全・安心の
確保に取り組まれたい。 
・ 市営住宅管理人の配置の方向性を示されたい。 
・ 浴槽設置事業の前倒し実施と、浴槽が壊れた場合の設置予算の確保を行われた
い。 

・ 市営住宅入居時の連帯保証人の免除の拡充については、まずは実施し、その中



 

で課題解決に取り組まれたい。 
・ 市営住宅入居者が自治会に入るよう工夫されたい。 
・ ふれあいむら等の公営住宅の整備においては、投資的経費のかけ方の視点を持
って検討されたい。 
・ 後楽団地の移動式市場については、地元が都合よく行えるよう努力されたい。 
・ 老朽家屋等除却促進事業について、色々なケースに柔軟に対応できるよう検討
されたい｡ 

 
○ 消防費 

 （質疑事項） 
・ 消防職員、消防団員の安全対策 

  （意見・要望） 
・ 危険物貯蔵タンク設置の技術基準が見直された場合は、所有事業者に強く指導
されたい。 
・ 白島国家石油備蓄基地の安全性について、今後とも議会と議論されたい。 
・ 常備、非常備の安全確保に取り組まれたい。 
・ 発動発電機等、重量物を搬送するための台車の配置を検討されたい。 
・ 消防通信指令システムの一括更新に向けて、体制を検討されたい。 
・ 想定外でも命を守れる災害対策に取り組まれたい。 
・ 地域防災計画修正案の想定外という表現の修正を検討されたい。 
・ 原子力災害を視野に入れた対策を検討されたい。 
・ 原発事故の危険を二重、三重に想定した対策を検討されたい。 
・ 安全・安心の観点から、引き続き市民に対する情報伝達手段の多重化を検討さ
れたい｡ 

 
３ 交通事業会計 
（質疑事項） 

・ 若松北西部の路線見直しの決意 
・ 老朽化したバスの取り扱い 

（意見・要望） 
・ 正規職員の採用については、財政状況を見ながら、出向、退職者の補充も含め
て行われたい。 
・ 整備部門においては、正規職員を中心とした整備体制を検討されたい｡ 

 
４ 議案第 29 号 

 （意見・要望） 
・ 付属機関や市政運営上の会合に当たらない会合の出席者への謝礼については、位
置づけを明確にされたい。 

 
５ 議案第 30 号 

 （意見・要望） 
・ 白島国家石油備蓄基地の安全対策については、東日本大震災並みの地震が発生
した場合、基地は崩壊し、原油の流出は避けられないことを肝に銘じて対応され
たい。 

 
 



 

６ 議案第 31 号 
 （意見・要望） 

・ 局の再編で、特に上下水道は市民との関わりが深い。危機管理体制を構築する
上でも重要な部分であるため議会にしっかりと説明されたい 

７ 議案第 32 号 
 （意見・要望） 

・ 外国人登録法の廃止による本市在住の外国人の手続きの際は、言葉がわからな
いこともあるため、丁寧に対応されたい。 

 
８ 議案第 55 号 

 （意見・要望） 
・ 包括外部監査契約は、税金を使用することを考え今後とも厳密に精査されたい。 



 

第２分科会（環境建設委員会・保健病院委員会所管分） 
 
１ 一般会計 

  ○ 保健福祉費 
（質疑事項） 
・ 民生委員活動支援事業 
・ 総合療育センター西部分所の計画 
・ 地域医療体制の整備 
・ 介護マークの普及 
・ 地域猫活動の進め方 
・ 生活保護の現場への警察ＯＢ２名の今後の増員 
（意見・要望） 

  ・ 発達障害児については、自立に向けた切れ目のない支援をされたい。 
・ 介護マークの一刻も早い普及をされたい。 
・ 児童のインフルエンザ予防対策をされたい。 
・ 地域猫の取り組みについては、地域との連携を取るようにされたい。 
・ 地域猫の取り組みについては、モデル地区を定めて実施されたい。 
・ 市立八幡病院のコンビニ受診の解消のためにも、第２夜間・休日急患センター
のコムシティへの移転についてしっかりとした広報をされたい。 

   ・ 健康診断について、医療機関と連携して受診率を向上されたい。 
・ 新しい食育計画を作る際は、これまであまり事業に参加されなかった層の方も
ターゲットにされたい。 

   ・ 生活保護の返還金に対する事務の改善をされたい。 
・ 生活保護の漏救防止対策をされたい。 
・ 生活保護申請者への審査の改善をされたい。 
・ 生活保護行政については、北九州市が不正受給に対して毅然と対処しているこ
とを市民にアピールされたい。 

 
○ 子ども家庭費 
（質疑事項） 
・ 子ども手当未申請の状況 
・ 幼保一体化の方向性 
・ 病児・病後児保育の充実 

  （意見・要望） 
・ 子供が被害にあわぬよう、保育所の耐震化への取り組みをされたい。 

   ・ 現場の経営状況も踏まえ、病児・病後児保育を充実されたい。 
   ・ 子ども手当未申請者に対し周知徹底をされたい。 
   ・ 児童虐待の疑いがあれば保護者と話をし、予防につなげられたい。 
   ・ 困難を抱えた青少年のケアについてノウハウを蓄積されたい。 
 

○ 環境費 
（質疑事項） 
・ 震災がれきの受け入れ表明 
・ 震災がれき受け入れのための本市の独自基準 
・ 通常の焼却処理のモニタリング・震災がれきの意見聴取のためのパブリックコ
メントの活用 



 

・ ＰＣＢ廃棄物処理施設の自然災害への対策 
・ 省エネルギーの推進のための生産プロセスの改善 

  （意見・要望） 
・ 震災がれき受け入れによる風評被害への対策を充実されたい。 
・ 震災がれきの受け入れを決定した場合、市民に正しい情報を正確に伝えられた
い。 
・ 市議会の震災がれき受け入れ要請の決議を契機として、受け入れを検討された
い。 
・ 震災対策を九州全体で考えるときはリーダーシップを発揮されたい。 
・ 震災がれきの放射性物質に関する監視と分析等を充実し、その情報を公開され
たい。 

   ・ 震災がれき処理への取り組みを早急に行われたい。 
・ 震災がれきについては、できるだけ低レベルの放射線で、住民の合意と安全を
確保した上で受け入れられたい。 

・ 震災がれきを受け入れる場合は放射能の人体への影響を考慮されたい。 
・ 国や県が行う震災がれき処理に関する会議の内容を報告されたい。 
・ 震災がれき受け入れを決定した場合、近隣自治体等への説明を考慮されたい。 

   ・ 震災がれきの受け入れ先の自治体の放射線量のモニタリングを十分に行われた
い。 

   ・ 震災がれきの搬入から焼却、処分場周辺の住民に、十分な説明責任を果たされ
たい。 

   ・ 震災がれき焼却後の飛灰に対する安全対策を充実されたい。 
・ 震災がれき受け入れが安心である旨のメッセージを発信されたい。 

   ・ ホームページ等で、よりわかりやすい放射線に関する情報の周知を行われたい。 
・ 子供のリスクを考えた震災がれき受け入れのルールづくりを行われたい。 
・ 市内各所の放射線量のモニタリングを検討されたい。 
・ 自然エネルギーを子供たちの教育へ活用されたい。 

・ 掲げているＣＯ
２ 
 削減目標に向い、取り組みを推進されたい。 

・ 産業部門のＣＯ
２ 
 削減と短期目標の取り組みを推進されたい。 

・ 環境マスコットキャラクターの「ていたん」を積極的に活用されたい。 
・ 太陽光発電関連事業に対する市内企業の参入を積極的に支援されたい。 
・ 低炭素型社会を具体的に示す取り組みを行われたい。 
・ ＰＣＢ廃棄物の処理が期限内に終了するよう国に強く働きかけられたい。 
・ 環境に対する意識向上のため、環境映像祭の開催を検討されたい。 
・ 黄砂に対する研究を充実されたい。 
・ 実効性のあるエネファームへの助成を行われたい。 
・ 環境産業融資について積極的にＰＲされたい。 
・ 近隣自治体との連携による電気自動車増とインフラ整備を推進されたい。 
・ 化学物質の子供基準策定を検討されたい。 
・ ごみ指定袋の品質管理を充実されたい。 
・ ペットボトル用指定袋の大袋の導入を検討されたい。 
○ 土木費 
（質疑事項） 
・ 高齢者の自転車駐車場使用料の減免 
・ 市民の安全安心を守るためのインフラ整備の予算確保 



 

・ 市外の人にも動物がいるとわかる到津の森公園のネーミング 
（意見・要望） 
・ 複数の自転車駐車場の利用ができる定期券の導入を検討されたい。 
・ ＪＲ城野駅と安部山公園駅の自転車駐車場の使用料無料を継続されたい。 
・ 高齢者のための急な階段の手すりの設置等の対策を検討されたい。 
・ 切れ目のない都市基盤整備のための予算を確保されたい。 
・ 先行して買収した事業地の有効利用のため、短期間の土地借用を行いやすい方
策を検討されたい。 
・ 高校生が通学の自転車で利用する道路について、安全な通行のための点検を行
われたい。 

・ 市外の方が多く訪れるような箇所を中心に、電線類地中化の推進を図られたい。 
・ 電線類地中化の推進のため、国への予算要望を含め前向きに検討されたい。 
・ 紫川の整備時期を明らかにするよう県に申し入れを行われたい。 
・ 街路樹の剪定等については、地元の住民とよく検討した上で行われたい。 
・ 動物サポーター等には、到津の森公園の駐車場料金の減免を検討されたい。 
・ 公園の一部を活用した菜園づくり等による地域コミュニティの活性化を図られ
たい。 

・ 近隣住民による街路樹の管理のための方策を研究されたい。 
・ 市民の声を聴取した上、到津の森公園入園料の見直しを検討されたい。 
・ 到津の森公園を子供たちの教育機関として評価して、子供たちの教育のために
つながるよう、予算を検討されたい。 

・ 公園の健康遊具設置を推進されたい。 
・ 子供連れに優しい公園を目指した改良等を行われたい。 
・ 公園の健康づくり遊具の使用方法を表示した看板の設置を検討されたい。 
・ 門司競輪場の早期の解体撤去を行われたい。  

 
２ 国民健康保険特別会計 

 （質疑事項） 
   ・ 本市の国民健康保険被保険者のうち平成 22 年度中の病院を受診していない世帯数 
 （意見・要望） 
・ 国民健康保険と企業健康保険に関しては、平均年齢を抽出しての検証をされたい。 

 
３ 母子寡婦福祉資金特別会計 
（質疑事項） 
・ 母子寡婦福祉資金貸付金が減額になった理由 
（意見・要望） 
・ 母子寡婦福祉資金貸付金のニーズの掘り起こしをされたい。 

 
４ 介護保険特別会計 
（質疑事項） 

   ・ 診療・介護報酬改定を受けての本市の役割と対応 
（意見・要望） 
・ 介護支援ボランティア事業と健康マイレージ事業とをリンクされたい。 

 
 
 



 

５ 病院事業会計 
（質疑事項） 
・ 市立病院群の今後の経営見通しと医師確保に向けた取り組み 
・ 市立八幡病院の建てかえ 

 （意見・要望） 
・ 新規採用看護師に対して教育を徹底されたい。 

  ・ 市立八幡病院の医師確保に対する努力及び医療クラークの活用をされたい。 
  ・ 市立八幡病院の霊安室に対する工夫をされたい。 
  ・ 緩和ケア病棟への理解について市民への周知に努力されたい。 
  ・ 市立八幡病院の建てかえは、現院長の在職中に検討されたい。 
  ・ 医療事故については、市立病院で情報を共有し、再発防止に努められたい。 
  ・ 認定看護師の在院を、院内掲示等でもＰＲされたい。 
  ・ ジェネリック医薬品による医療費負担軽減額について領収書への表記などを検討

されたい。 
  ・ 差額ベッド代の徴収に際しては、これまで以上に、患者や家族への周知や説明に

努力されたい。 
 
６ 廃棄物発電特別会計 
（質疑事項） 
・ 皇后崎工場基幹的設備改良事業の内容 

 
 ７ 下水道事業会計 
（質疑事項） 
・ 下水道管の耐震化 

 
８ 議案第 31 号 

 （意見・要望） 
・ 下水道部門の他局への移管により都市基盤としての下水道の機能が低下しないよ  
う取り組まれたい。 

・ 上下水道局新設による市民の混乱がないよう、体制を整備されたい。 
 

９ 議案第 39 号 
 （意見・要望） 
・ 介護保険料の改定にあたっては、介護保険サービスの未利用者を考慮されたい。 

 
１０ 議案第 56 号 
（質疑事項） 
・ 福祉事業団の勤務実態の点検 

 



 

第３分科会（教育水道委員会・経済港湾委員会所管分） 
 
１ 一般会計 

  ○ 総務費 
  （質疑事項） 

・ 北九州空港新規路線就航促進事業 
・ スターフライヤーの釜山便就航とチェジュ航空の仁川便の運休 

  （意見・要望） 
・ 空港の新規路線就航誘致においては、引続き市長によるトップセールスを行わ
れたい。 

・ 航空会社の運航トラブルに対しては、安全第一で対処するよう伝えられたい。 
・ 空港の集客対策については、産業経済局と連携して取り組まれたい。 
・ 空港の国際線就航の誘致活動とともに、韓国からの観光客のための旅行商品の
企画について取り組まれたい。 
・ 滑走路延伸部分の整備工事の円滑な進捗とともに大型貨物機が就航できるよう
取り組まれたい。 

・ 空港の防災対策については、さまざまな意見を聞いて安全性を高められたい。 
・ 空港への新規路線誘致に関しては、確実に運航を継続できるような航空会社を
選択し、路線拡大に努められたい。 

 
○ 労働費 
（質疑事項） 
・ 若年者就業支援 
（意見・要望） 
・ 若年者の市内での就職のため、中学生、高校生にとって冊子が生きた教材とな
るようＰＲに取り組まれたい。 

 
○ 農林水産業費 
（質疑事項） 
・ 有害鳥獣対策の効果と課題 

  （意見・要望） 
・ 小倉牛など農林水産ブランドについて、販売促進という視点からの飲食店経営
者支援策及びブランドを保護していくための生産者支援策について、行政として
検討されたい。 

 
○ 産業経済費 
（質疑事項） 
・ 北九州市新成長戦略の策定 
・ 北九州市産業雇用戦略の見直し 
・ 北九州市観光振興プラン 
・ 洞海湾クルーズマップの作成 

  （意見・要望） 
・ 雇用、所得の向上を目指し、引き続き粘り強く取り組まれたい。 
・ 新成長戦略策定に関しては、これまでの総括と数値目標の設定により、わかり
やすいものとされたい。 
・ 企業支援に関しては、情報収集に努め、市内の既存企業にも配慮しながら取り



 

組まれたい。 
・ 東芝の関連企業の雇用や資金繰りの相談に対し、支援を行われたい。 
・ 商店街の空き店舗対策事業は、希望者が利用しやすい制度となるよう改善され
たい。 
・ 公衆無線ＬＡＮの整備について、福岡市の調査では、韓国人観光客からの利用
希望がある。本市においても前向きに検討されたい。 
・ 北九州市立大学の授業料減免制度の見直しを検討されたい。 
・ 観光振興プランの見直しにあたっては、詳細な調査を行い、そのデータを生か
されたい。 
・ 本市のポテンシャルを内外に発信し、観光客が増加するよう取り組まれたい。 
・ 黒崎商店街、八幡西区役所や議員とも協議して、黒崎でミニわっしょいを先行
して開催し、成功したら他区でも開催されたい。 
・ 観光振興に関しては、案内看板の充実で気楽に本市の良いところを見て回れる
ような仕組みづくりや、各局で作成している多くの資料を有効につなぐことで、
観光客の回遊性が向上するよう取り組まれたい。 

 
○ 港湾費 
（質疑事項） 
・ ひびきコンテナターミナルにおけるコンテナの取扱量の現状と見通し 
・ 港湾計画改訂に対する環境省の意見への対応 

  （意見・要望） 
・ 港湾にとって鍵となるフェリー貨物増加のためにも、接続する外航定期ＲＯＲ
Ｏ船の誘致など目に見える形で事業を進められたい。 

・ 北九州港に寄航するクルーズ客船の誘致にあたっては、中国人向けのオプショ
ナルツアーや支払いシステムの整備等にも取り組まれたい。 

・ 若松で海辺のにぎわいづくりのための事業に、力を入れて取り組まれたい。 
・ 新門司南地区の処分場整備については、先を見据えた検討をされたい。 
・ 関門海峡花火大会の負担金については、港湾空港局による予算だけでなく、担
当者の配置も検討されたい。 

 
○ 教育費 
（質疑事項） 

   ・ ３５人以下学級における必要な教員の確保 
 ・ 学校給食調理士の新規採用 
・ （仮称）こころのふるさと北九州に贈ることばメッセージコンテスト 
・ 東部地域における特別支援学校の整備 
・ 門司図書館の現状と今後 

  （意見・要望） 
  ・ 私立幼稚園の助成を充実し、公立幼稚園のあり方を検討されたい。 
  ・ 子供の教育環境を第一に考えて学校規模適正化に取り組まれたい。 
  ・ 市費講師を十分に配置されたい。 
  ・ あらゆる自然の力を利用して教育環境を改善されたい。 
  ・ 花を通じた情操教育をされたい。 
  ・ スクールヘルパーは個人の能力等にあった配置をされたい。 
  ・ 不登校ゼロを目指して事業に取り組まれたい。 
  ・ 道徳教育を推進されたい。 



 

   ・ 家庭環境にある問題行動の芽に早く気づく取り組みをされたい。 
・ 学校における読書活動推進モデル事業はしっかりと検証されたい。 
・ 子供の発達段階及び地域の実情に応じて防災教育をされたい。 
・ 学校体育館の防災拠点としての機能を強化されたい。 
・ 学校施設の早期耐震化に取り組まれたい。 
・ 中学校給食の検証にあたり、中学校の残食が多いことや、給食時間について検
証されたい。 

・ 武道教育では、けがを恐れず授業を行われたい。 
・ 東部地域における特別支援学校の調査結果を議会にも報告されたい。 
・ 幼稚園、小学校、中学校、高等学校等と連携のとれた特別支援学校を設置され
たい。 

・ 東部地域における特別支援学校の整備にしっかり取り組まれたい。 
・ 小倉南生涯学習センター改修工事は早期に周知し、老朽化した部分も合わせて
工事されたい。 
・ 学習支援を本当に必要とする子供たちに対する学習支援型アフタースクール事
業の効果を検証されたい。 
・ コムシティへ移転する八幡西生涯学習センターの機能の充実と強化及び人員配
置の検討に取り組まれたい。 
・ 生涯学習総合センターの改修は利用状況を踏まえ利用に支障をきたさないよう
措置されたい。 

・ 城野遺跡の保存はできる限り広範囲となるよう取り組まれたい。 
・ 門司図書館の駐車場を増設されたい。 
・ 今後の図書館のあり方については、アセットマネジメントに留意して取り組ま
れたい。 

・ 小倉南区の地区図書館整備に向けて協力していきたい。 
 
２ 国民宿舎特別会計 

 （質疑事項） 
・ 国民宿舎めかり山荘の解体による門司港レトロ観光への影響と集客 

 （意見・要望） 
・ 国民宿舎めかり山荘の施設については、後継民間事業者に対し、地元住民の要望
をしっかりと伝えられたい。 

 
３ 競輪、競艇特別会計 

 （質疑事項） 
・ ハイビジョンシアター門司の整備事業 

 （意見・要望） 
・ 小規模場外舟券発売場の設置については、地域の要望があれば、商店街の空き店
舗対策と連携して取り組まれたい。 

 
４ 港湾整備特別会計 
（質疑事項） 
 ・ 太刀浦地区のクレーン更新事業 
 （意見・要望） 

・ 響灘のビオトープ整備のための土地の一般会計への有償所管替えについては、市
民もしくは議会に対し、わかりやすい説明をされたい。 



 

・ 国内外における厳しい経済動向の中でも、土地を売り切るという目標に向け、局
を挙げて若しくは他局も巻き込んで、特別会計の健全化に取り組まれたい。 

 
 ５ 産業用地整備特別会計 
 （質疑事項） 
・ 産業用地整備特別会計の予算規模 

 （意見・要望） 
・ 国内外の厳しい経済状況は理解するが、平成２５年度には大型償還があるため、
土地の売却に努められたい。 

 
６ 上水道事業会計 
（質疑事項） 
・ 小水力発電の導入 
・ 水道施設の再構築プラン 
（意見・要望） 
・ 水道事業の広域化と、本市のＰＲにもなる国際事業にしっかりと取り組まれたい。 
・ 本来業務との兼ね合いを踏まえて国際事業を展開されたい。 
・ 漏水調査は地元業者を育成し、活用されたい。 
・ 上下水道協会との関係については、雇用の問題も含めて慎重に検討されたい。 
・ 八幡東区の経年管の更新を推進されたい。 
・ 水道施設の長寿命化を図り、健全な水道経営を行われたい。 
 
７ 議案第３１号 
（質疑事項） 
・ 上下水道局の設置 
（意見・要望） 
・ 上下水道局の設置については、組織改正により、市民サービスが向上するのはよ
いが、議会に対する説明が不十分である。 

・ 常任委員会で報告すべきであった。 
・ 河川事業は建設局に残るが、浸水対策等で建設局と上下水道局は引き続き密接に
連携されたい。 

・ 今後の上下水道局の活躍を期待したい。 


